
光ファイバーインターフォンの製作

プラスチックファイバ
(外径0.5ｍｍｘ5m)

回路、配線

スピーカ
／マイク 送話ボタン

ケース

インターホンA

インターホンB

講師 功力芳郎

指導員 土屋、岡村、中村、窪田、小林

送話ボタン

1ページ



上から見た部品配置図
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ファイバ
挿入穴

送話ボタン

スピーカ
／マイク

回路基板

電源スイッチ

アクリルケース

IC

電池

電池

ファイバ
結合部

テストファイバ

部品

ケースのふた



組み立て部品全体

回路基板

スピーカ
／マイク

送話ボタン

ケース

電池

電源スイッチ

回路部品

送話ボタン
キャップ
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ファイバ
結合部

送話ボタンとりつけ部



赤袋の中の部品
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コンデンサ

ジャンパー線

抵抗

トランジスター

半固定ボリューム

IC

全部そろっているか確認しよう



回路部の組み立て(1)

１)ジャンパー線
２)抵抗１（大きいほう）
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3)コンデンサ１
（リードが90度曲げてある）

5)トランジスター（リードが3本）

方向に注意
平らな面が奥

4)コンデンサ2（小さいほう）
6) 電解コンデンサ
（リードが90度曲がってる）

ファイバ
結合部



8)コンデンサ3（片方のリードが開いてる） 9)コンデンサ4（小さいほう）7）抵抗２（小さいほう）

10) 半固定ボリューム（リードが３本） IC取り付け前の状態

回路部組み立て(2)（反対側）

11) IC差し込み
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向きに注意



7ページ全体組み立て

１）送話ボタンのスイッチ取り付け ２）電池と電源用スイッチ

３)電源スイッチ取付け
5)電源スイッチ取り付け状態

注意：
電池を取り外して
おく

LED取付け穴

裏で２か所ねじ
で止める

ワッシャー、ナットの順
に差し込みナットを締め
てケースに固定

LED

4)LEDを穴に差し込む

ボタンが表に出るように
ふたの裏面からさしこむこと

スイッチ

ワッシャ

ナット

まっすぐ立つ
ように取り付け
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１)電池ボックスはケースにおし当
て両面テープで固定

2)回路基板を電池ボックスに押し当て
両面テープで固定

電池、回路基板取り付けと配線の差し込み

3)電池の赤黒２本差し込み

4)スピーカの赤黒２本差し込み 5) 送話ボタン、電源スイッチの５本差し込み

②緑色①黄色
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③オレンジ色 ④赤色 ⑤黒色の中の２本

動作確認

１)電池を入れる ２)電源スイッチON(上に倒す) ３)送話ボタン押す

差し込む

差し込む

差し込む

ファイバの先が光ったらOK

5) 送話ボタン、電源スイッチの配線(2)

LED点灯



最後にファイバーを接続すれば完成！

１）プラスチックファイバーを
挿入穴に通す

２）テストファイバを抜き、プラスチックファイ
バを結合部に差し込む
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挿入穴

結合部

さっそく光通信してみましょう。
 送話：送話ボタンを押して話す。
 受話：送話ボタンを戻して聞く。

結合部

発光・受光
ダイオード

通信ファイバ
を差し込む

画鋲でも開け
られる



光インターホンの音の伝わるしくみ

音声信号を大きさ一定で幅を変えた
パルス列に変換（デジタル信号）

≒100ｋHz
アナログ電気信号

マイク

（参考）

プラスチックファイバ

発光
ダイオード

受光
センサ

増幅

IC（A／D変換） トランジスタ回路

スピーカー

～4ｋHz

デジタル電気信号

デジタル
光信号

音声信号
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